
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

人件費
正規職員(6,878千円/人) 臨時職員(2,023千円/人) 総人件費 総事業費

0.5 0.0 3,439 20,438

0 0 16,999

繰越額 0 0 0 0 0 0

17,000

全体予算額 17,000 0 0 0 0 17,000

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成26年度

当初予算額 17,000 0 0 0 0

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 16,999 0 0

％

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 99.4 － － －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

累計施工延長 1954.4 2130.7 － － － m

2

単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 改善延長区間（当年度） 228.2 176.3 105.0 105.0 60.0 m

指標名 25年度実績 26年度実績 27年度目標 28年度目標 29年度目標

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

26年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

補助金制度等を利用し、事業の進捗を図っている。

事業実施手法

28年度 29年度 単位

累計施工延長 1950.9 2143.9 2193.9 2243.9 2293.9 m

河川整備

事業
計画

26年度に何を
計画していたか

養父の内排水路改良工事　L=72.0ｍ
三石野排水路改良工事  　 L=12.5ｍ
大代排水路改良工事　　　　L=50.2m
里浦排水路改良工事　　　  L=44.1m

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 25年度 26年度 27年度

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

市が管理する排水路

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

 排水路を改良することにより、ヘドロ等の堆積を減らすとともに、台風などによる洪水
時における浸水被害を解消するなど、生活環境を向上させる。

年度
　　　(小項目) 河川・海岸

施策 4 自然環境に配慮した水辺空間の整備 終
期基本事業 1

鳴門市地域防災計画
基本政策(大項目) 3 しっかり安心・快適住み良いまちづくり

政策(中項目) 3 身近に自然を体感できるまち　なると

事業
期間

開
始

不明

事務事業名 河川改良事業
担当
部署

経済建設部　土木課

平成27年度事務事業評価シート（26年度実績）

総合計画体系 根拠法令
計画など

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

（千円）

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

南浜排水路改良工事 L=10.0ｍ
立岩排水路改良工事 L=40.0ｍ
徳永排水路改良工事 L=10.0ｍ
三津地区排水路改良工事 L=45.0ｍ
南浜排水路改良工事 L=10.0ｍ
立岩排水路改良工事 L=40.0ｍ
徳永排水路改良工事 L=10.0ｍ
三津地区排水路改良工事 L=45.0ｍ

H27年度

H28年度 1,000千円
1,000千円
3,000千円

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

③総合的な評価 B

課題

　市内には未整備水路（普通河川）が多く市街化が進み、生活雑排水の流入による生活環境悪化と排
水能力の低下が進み、周辺住民からの整備要望が強い。

②成果に対
する評価

指標名 累計施工延長

目標 2,144 m

実績 2,131 m

評価 B:概ね目標を達成できた

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった

効率性 B:概ね効率的だった

総事業費 50,077 20,438 8,455 9,455 6,455

人件費 4,562 3,439 1,955 1,955 1,955

16,999 6,500 7,500 4,500

うち一般財源 5,380 0 600 7,500 4,500

【事務事業名：河川改良事業】

事業費推移

年　　度 25年度決算 26年度決算 27年度 28年度 29年度

事業費 45,515

2,500千円

1,500千円
1,000千円
1,000千円

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容 3,000千円


